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第第第第 1111 章　実施協議調査団の派遣章　実施協議調査団の派遣章　実施協議調査団の派遣章　実施協議調査団の派遣

1-11-11-11-1　調査団派遣の経緯と目的　調査団派遣の経緯と目的　調査団派遣の経緯と目的　調査団派遣の経緯と目的

1-1-1　要請の背景

　エル・サルバドルにおいて漁業は、コーヒー、砂糖についで第３位の輸出産業となっている

が、近年沿岸漁獲量は頭打ちの状態になっている。沿岸漁業の殆どが零細漁業で、従事者も内

戦時の避難民等も多く総じて貧困であり、労働環境も劣悪で長時間労働、収入低下、子供の就

業による就学率の低下と言った社会問題も生じてきている。

　これに対し「エ」国政府は水産部門の持続的開発、沿岸地域の雇用促進や食料自給率の向上

を図るため零細漁業振興に取り組んでいる。

　｢エ」国東部沿岸域には、フォンセカ湾、ヒキリスコ湖沼を始めとする採貝・養殖に適した

湖沼域が存在し、国内需要が高いアカガイ、カキの採集が行われているが、近年採集量の増加

に伴い資源の枯渇が懸念され、一部輸入も行われるようになってきた。このような状況から、

適正な貝類養殖技術の確立と持続的に利用可能な資源の確保・保護を図る必要性が高まってい

る。

1-1-2　実施に至る経緯

　｢エ」国は、零細漁民の直面している社会・経済的な問題を養殖技術の開発と導入、及び効

率的な養殖技術の普及により改善するとともに、沿岸湖沼水域の生態系の保存に寄与し、漁村

の振興を図ることを目的としたプロジェクト方式技術協力「エル・サルヴァドル沿岸湖沼域養

殖開発計画」を我が国に対して要請してきた。

　これを受け、我が国は本要請の内容確認及び先方実施体制を確認することを目的として、平

成 11 年９月に事前調査団を派遣した。その結果、｢エ」国農牧省水産開発総局（Centro de

Desarrollo Pesquero：CENDEPESCA）を中心に沿岸湖沼域マングローブ域生態研究センター

(Centro Regional de Investigación de Esteros y Manglares：CREM）を活動現場として、適

切な貝類小規模養殖技術を開発するために必要な貝類養殖基礎技術の指導・移転及び人材育成

を行う方向で検討する事となった。

　平成 12 年３月に短期調査団を派遣し、先方実施体制（カウンターパートの配置、予算措置

等)、活動計画案、機材計画等の調査、協議を行うとともに、その他の詳細情報の収集を行っ

た。
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1-1-3　実施協議調査団派遣の目的

　事前、短期の各調査の結果を踏まえ、本プロジェクトの協力内容についてエル・サルヴァド

ル側と確認を行い、R/D を取り交わす。併せて、協力実施のスケジュールについて協議を行い、

暫定実施計画（TSI）を取り交わす。

1-21-21-21-2　調査期間及び団員の構成　調査期間及び団員の構成　調査期間及び団員の構成　調査期間及び団員の構成

調査期間：平成 12 年８月 20 日から平成 12 年 9 月 1 日までの 13 日間

団員構成及び T/R

団長／総括：上原盛毅（JICA 専門技術嘱託）

・調査団を代表して、エル・サルヴァドル側との協議にあたり、協議事項を総括する。

・R/D の署名を行う。

・必要に応じ先方機関に助言、提言を行う。

団員／水産行政協力：富安正蔵（農林水産省）

・本件協力の効果が、効率的に発現するようエル・サルヴァドル側の活動支援体制について、

行政及び組織的側面からの適切な助言を行う。

・担当分野に関する報告書を作成する。

団員／計画管理：長谷川正浩（JICA 特別嘱託）

・事前調査、短期調査で指摘されたプロジェクトの実施体制に関する留意点について必要な補

足調査を行う。

・担当分野に関する調査報告書を作成する。

・本調査が円滑に行えるように、先方機関、在外公館との調整を行う。



－3－

1-31-31-31-3　調査日程　調査日程　調査日程　調査日程

日

順
日付

曜

日
行　　　程 内　　　容

1 8/20 日 東京(CO 006 便 15:50 発）→

　　　ﾋｭｰｽﾄﾝ（20th13:50 着）

ﾋｭｰｽﾄﾝ(CO 1427 便 20th15:45 発)

　→　ｻﾝ･ｻﾙｳﾞｧﾄﾞﾙ（17:49 着）

移動

2 21 月 サン・サルヴァドル JICA 駐在員事務所打ち合わせ、

日本大使館表敬、ｴﾙ･ｻﾙｳﾞｧﾄﾞﾙ外務省等表敬

3 22 火 CENDEPESCA との協議、農牧省大臣表敬

4 23 水 CENDEPESCA との協議

5 24 木 CENDEPESCA との協議

6 25 金 トリウンフォ CREM 及び前進基地用地調査

7 26 土 サン・サルヴァドル 生活・執務環境調査

8 27 日 サン・サルヴァドル 調査団内打ち合わせ、資料整理

9 28 月 CENDEPESCA との協議、R/D 署名、

10 29 火 中米統合機構訪問、JICA 駐在員事務所報告

日本大使館報告

11 30 水 ｻﾝ･ｻﾙｳﾞｧﾄﾞﾙ(CO 1428 便 12:20 発)

      →　ﾋｭｰｽﾄﾝ(16:24 着）

移動

12 31 木 ﾋｭｰｽﾄﾝ (CO 007 便 12:00 発) 移動

13 9/1 金 　　　　→  東京(15:40 着） 移動
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1-41-41-41-4　主要面談者　主要面談者　主要面談者　主要面談者

　エル・サルヴァドル側

(１) エル・サルヴァドル外務省

　海外協力局副局長：Sr.J ose Castillano

　海外協力局担当官：Sra. Marina Alias de Miranda

(２) エル・サルヴァドル農牧省

　農牧大臣：Sr. Salvador Urrutia Loucel

　農務次官：Sr. Roberto Interino

　政策決定室長：Sr. Eduardo Huidobro Macaya

(３) 水産開発総局（CENDEPSCA）

　局長：Mario González Recinos

　JICA 担当コーディネーター：Reina Pacheco de d’Aubuisson

　技師：Luis Salazar

　技師：Elsy de Hernández

　総務官：Antonio Barillas

　企画主任：Francisco Campos

　CREM 所長：Josa Israel Chavez

　農牧開発庁：Dario Zambrana

(４) 中米統合機構

　事務局長：Carlos E. Gutiérrez Luna

　日本側

(１) 在エル・サルヴァドル日本大使館

　特命全権大使：湯沢　三郎

　二等書記官　：小杉　清貴

(２) JICA エル・サルヴァドル駐在員事務所

　所長　　　　：上島　篤志

　企画調査委員：新地　貴博
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(３) 在エル・サルヴァドル専門家

　水産開発計画：高藤　行信

　農産物流通　：布施　幸秀
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第２章　討議議事録の交渉経緯第２章　討議議事録の交渉経緯第２章　討議議事録の交渉経緯第２章　討議議事録の交渉経緯

2-12-12-12-1　基本計画　基本計画　基本計画　基本計画

協力期間：平成 13 年１月 15 日から平成 16 年１月 14 日までの３年間

実施機関：エル・サルヴァドル共和国農牧省　水産開発総局

上位目標：キリスコ湾域における赤貝、カキ（在来種）及び導入種カキの生産が増加する。

プロジェクト目標：赤貝、カキ（在来種）及び導入種カキの基礎養殖技術が確立され、

CENDEPESCA のスタッフの貝類養殖に関する技術が向上する。

活動内容：

(１) 養殖に関する基礎環境調査を行う。

(２) モデル地域の社会・経済調査を行う。

(３) 赤貝養殖の基礎研究を行う。

　　・若齢から成熟期の組織学的、生態学的また生物学的研究を行う。

　　・幼生期の組織学的、生態学的また生物学的研究を行う。

　　・普及養殖技術の研究を行う。

　　・養殖手法を改善する。

(４) カキ養殖の基礎研究を行う。

　　・若齢から成熟期の組織学的、生態学的また生物学的研究を行う。

　　・幼生期の組織学的、生態学的また生物学的研究を行う。

　　・普及養殖技術の研究を行う。

　　・中間飼育を行う。

(５) モデル地域における試験養殖・普及訓練を行う。

(６) 貝類の市場流通システムの基礎調査及び助言を行う。

(７) ハンドブック、マニュアル類を作成する。

日本側協力体制：

　・長期専門家：４名

　　１．チーフアドバイザー

　　２．業務調整

　　３．赤貝養殖

　　４．カキ養殖

　　５．資源管理及び養殖環境調査

　　６．漁業組織調査及び市場流通システム
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　　　（専門家は５,６の分野を兼務）

　・短期専門家：必要に応じ年間２名程度

　・研修員受け入れ：年間２～３名程度

　・供与機材：調査機器、音響機器、車両・ボート等

エル・サルヴァドル側協力体制：

　・カウンターパートの配置（各分野１～２名の研究者又助手）

　・プロジェクトに必要な土地、建物、事務室その他 CREM の整備

　・必要な運営費：人件費、施設維持管理費、活動費、機材引き取り輸送費等。

2-22-22-22-2　交渉の経緯　交渉の経緯　交渉の経緯　交渉の経緯

　本件に関する協議におけるエ国側代表は、局長：Mario González Recinos、JICA 担当コーディ

ネーター：Reina Pacheco de d’Aubuisson、技師：Luis Salazar、技師：Elsy de Hernández、総務

官：Antonio Barillas、企画主任：Francisco Campos、農牧開発庁担当官：Dario Zambrana の

７名である。

　協議は日本側が先方に、JICA 駐在員事務所を通して非公式に送付したドラフトをもとに進め

られた。主要な協議内容は次のとおりである。

2-32-32-32-3　協議概要　協議概要　協議概要　協議概要

2-3-1　農牧大臣表敬の際の大臣コメント

　現在「エ」国は各省内に環境部門を設置しており、環境に関わる事業を行う際には環境室を

通じ、環境省と連絡を取りながら実施している。漁業に関する事業は環境と関わる部分が多い

ため、禁漁区（期）の設定等で環境省と密なる調整が必要である。

　農牧省は効率的な資源活用のため、次の３本柱がある。

・新漁業法の施行：資源有効利用の活性化

・沿岸と沖合漁業の戦略の決定：漁業セクターに対する政策を明らかにする。

・農牧省の再編成：組織の活性化

　CENDEPESCA は今後、漁業生産者の諮問機関を作り、エル・サルヴァドルの漁業セクターの

強化を図る。

2-3-2　農牧大臣法律顧問のコメント

　免税、特権、免責、優遇措置等に関し大蔵省及び外務省が既に議会にかける準備をしており、

問題は無い。またその他の内容に関しても外務、大蔵共に問題ないと言っている。
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　R/D の内容に関し、表紙にある標記について「両国政府にレコメンデーションを行う」と

なっているが、これはレコメンデーションを行いその結果何かが決定されたという事が R/D の

後に必要になってくる様にも受け取れるので、他の決定事項である事を示す言葉の方が適当で

はないか。今回の R/D については特に問題では無いが、これは法務担当の立場からのコメント

である。

2-3-3　外務省のコメント

R/D の署名について

　R/D に専門家の免税に関する事項は大蔵省の確認が必要であり、また特権免責事項等は農牧

省の管轄外の事項があることから、外務大臣と農牧大臣の連名で署名を行う（外務大臣の署名

が無いと議会承認が困難)。また、専門家の免税、特権免責事項等については、R/D が「エ」

国議会で承認された後に有効となる（添付資料)。

2-3-4　CENDEPESCA 局長とのプロ技の目的・活動の再確認

　エル・サルヴァドルは中米最大の貝類消費国であるが、養殖に関する知識・技術がまだ確立

されていない。このため本プロジェクトで養殖技術の確立と雇用促進、貝採集漁民の生活向上

さらに資源の維持管理を行いたい。またこれらを盛り込んだ新しい漁業開発政策を策定し９月

１日付けで大統領より発表される旨の発言があった。

　これに対し調査団からは：

・貝類養殖の基礎知識・技術の確立

・零細漁民が使える技術の確立

・市場、流通の可能性に関する基礎調査の実施

　これらを持って、本プロジェクトでは貝類養殖に関する基礎的技術・知見の蓄積を行うと目

的を説明した。

　基本活動計画について、対象種の中間育成となっているが最終段階まで行ってほしいとの要

請があったが、本プロ技では基礎知識、基礎技術の確立を目的としているため、この３年間で

は行わない。しかし計画の達成度合いによっては、次の段階に進む事は可能であるため本プロ

技では基礎的な事項を確実に行い、その結果を持って次の段階を考慮したいと説明した。

　合同委員会メンバーにカウンターパートと JICA 駐在員事務所長も正式メンバーとし、必要

な場合には委員会に出席する事とした。

　これらにより、プロジェクトの基本事項について合意した。

　この他、CENDEPESCA 局長よりトリウンフォを中・長期的視点で見た開発を行いたい。マン

グローブ、養殖、生態環境の総合研究を行いたい。これらの開発、研究はエル・サルヴァドル
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だけでなく、中米の全体的視野に基づいた活動としていきたい旨の発言があった。

　調査団は、極めて望ましい事であり、協力可能な部分に関しては積極的に支援していきたい

と回答した。

2-42-42-42-4　懸案事項　懸案事項　懸案事項　懸案事項

2-4-1　前進基地用地の確保

　短期調査において、調査団が推薦した土地を CENDEPSDCA が特別活動費（７万５千コロン＝

約 94 万円）にて購入予定。８月 23 日付けで「エ」国大蔵省がこれを承認した（添付資料)。

しかし予算執行の手続き上、支出まで約 50 日を要するため、実際の購入は 11 月頃となる見込

み。

　この場所には電話回線は無いが、携帯電話及び無線機が問題無く使用できる。また、電力は

必要最低限の確保はできており非常用バックアップ電源として、発電器を設置する事で必要十

分なものとなる。

2-4-2　CREM の改修

　建物が全体的に劣化しており、包括的な改修が必要である。専門家の事務室、C/P の事務室、

ドミトリー等は内部の仕切り直しを行う。また電気配線、給排水等についても全体的に改修を

行う。

　電話回線の現在の１回線から２回線に増設するよう既に申請中であり、電話会社の民営化に

より早期の実現が可能と思われる。また携帯電話及び無線機も使用可能であるが、緊急時を考

慮すると中継アンテナを設置する事で、問題なく使用できる様になる。

　資機材供与に伴い、倉庫を一般倉庫と、精密機器類用倉庫の２つを増設する。

　電気容量については、37KVA のトランスが２つと 15KVA のトランスが１つ設置されているが、

故障中の 15KVA のトランスを 37KVA の物に換装する。

　これらの改修につき、基本計画はできているが、詳細設計はまだ完成しておらず、概算で８

万コロン（約 100 万円）が必要となる。これは CENDEPESCA の予算と農牧省内の漁業関連の他

の資金で実施するべく、準備中である。

2-4-3　ウエット・ラボの建設

　用地が確保出来たら、建設に取りかかりたい。経費は約 15 万コロン（約 190 万円）程度と

見込まれる。この経費も CENDEPESCA の予算と農牧省内の漁業関連の他の資金で実施するが、

財政的な理由から若干の遅れを生じる場合もあり得る事を理解して欲しい。また、CENDEPESCA

営繕施設管理担当者からウエットラボの建設に付いて、砂地上への施設建設の経験が少ないこ
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とから、機材の設置仕様を含み技術的なアドバイスが欲しい旨の申し入れが有った。

　調査団は CREM の改修・ウエットラボの建設に関し、基本的には「エ」国側で実施する事を

前提に考えるが、財政、予算的に厳しい状況も十分理解出来るので、出来るだけの支援は行う

が、あくまで主体が「エ」国側であることを再確認した。

2-4-4　カウンターパート（C/P）の確保

　プロジェクトに関わる、C/P は現在 CREM 研究所の所長、研究作業員に加え、大学で生物学

を専攻した新卒者を 2001 年の予算で５名新規雇用する。この予算はすでに申請済みで、また

C/P となる人間も決定している。

　この５名の履歴書を入手した。

・Manuel Antinio Hernández segura

・Juan Salvador Gaviota González

・Federico Ascencio Segovia

・Ana Marlene Galdámez Castillo

・María Gabriela Solano Avila

2-4-5　CREM へのアクセス道路

　トリウンフォの町長が改修計画を持っており、今年度内に一次補修（道路の片側、側溝部

分）を行い、来年度以降本格補修を行う意向であるが、予算的なことから実施の遅延が懸念さ

れるため、国防省の重機を借り農牧省と国防省で行う事を検討中である。

2-4-6　プロジェクト・コーディネーター

　CENDEPESCA 側より、このプロ技の実施を機会に、CENDEPESCA 内に日本との協力活動に関す

る総合的なコーディネーターを設置し、日本側との対応の窓口を一本化する。このコーディ

ネーターが日本側のプロジェクト・コーディネーターC/P の一人となるとの発言があった。

　調査団は極めて望ましい事と了承した。
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第３章　プロジェクト実施上の留意点第３章　プロジェクト実施上の留意点第３章　プロジェクト実施上の留意点第３章　プロジェクト実施上の留意点

3-13-13-13-1　実施体制　実施体制　実施体制　実施体制

3-1-1　センターの予算計画

　CENDEPESCA 全体の予算として 2001～2003 年のプロジェクト予定期間で約 185 万コロンが申

請されている。2000 年に関しては当初プロジェクト開始を 11 月と想定して、年内２ヶ月分の

138,526 コロンが要求されたが、R/D で 2001 年１月開始となったことからこの予算は施設改修

などの準備作業に使用されることとなる。

Detalle
2000

(2mseses)
2001

(12meses)
2002

(12meses)
2003

(12meses)
Total

1.-Salarios personal contraparte
（C/P 人件費）

30,000 216,000 252,000 288,000 786,000

2.-Aportaciones AFP
（拠出・分担金）

2,250 16,200 18,900 21,600 58,950

3.-Salarios personal de apoyo administrativo y
logístico

（事務所人件費）
28,416 170,496 170,496 170,496 539,904

4.-Viáticos pesonal contraparte
（C/P 旅費）

3,360 20,160 20,160 20,160 63,840

5.-Combustuble y Lubricantes
（燃料費）

2,000 12,000 12,000 12,000 38,000

6.-Servicios básicos(alumbrado, teléfono y agua)
（光熱費）

20,000 120,000 120,000 120,000 380,000

7.-Adecuación de infraestructura
（基盤整備費）

50,000 50,000 - - 100,000

8.-Artículos para oficina
（事務用品など）

300 1,800 1,800 1,800 5,700

9.-Reproducción de documentos
（書類コピー製本費）

200 1,200 1,200 1,200 3,800

10.-Imprevistos
（予備費）

2,000 5,000 5,000 5,000 17,000

TotalTotalTotalTotal 138,526 612,856 601,556 640,256 1,993,194

3-1-2　活動体制

　ウエットラボの建設の段階から裨益対象となる貝採集漁民とウエットラボ用地周辺住民に対

し、プロジェクトの目的、意義、内容などを理解させると共に、技術移転に積極的な参画を促

す。

　また、CREM と貝採集漁民が活動の主体者であることを認識させることにより、漁民と CREM、

CENDEPESCA の行政側とのコミニュケーションを活性化し、盗難防止対策や試験養殖区域の優

先利用を確認する。



－12－

第４章　調査団長総括第４章　調査団長総括第４章　調査団長総括第４章　調査団長総括

１. 事前調査及び短期調査において、充分調査、協議がなされたことにより、基本的な合意が形

成されていたので、R/D 案について逐条審議を行ったが、ほぼ日本側の原案通りとし、署名

を了した。

２. 調整事項は先方の署名者に農牧大臣を予定していたところ、正に外務大臣、副に農牧大臣と

なったことであるが、エル・サルヴァドル政府内の正式な合意がなされたものとして日本側

にとっても歓迎すべきことである。また、合同委員会メンバーにエ側のプロジェクトコー

ディネーター（先方が正式に任命）を加えたことは円滑な事業の実施に役立つものと期待さ

れる。

３. エ側はこの後、R/D について国会の承認を得る必要があるが、通常２ヶ月を要すると言われ

ている。それに基づいて A1、A4 フォームが提出されることになるが、調査団は農牧大臣の

署名済みのアドバンスコピーを入手したので、国内手続を進めることが可能となろう。

４. 水産開発局（CENDEPESCA）のマリオ・ゴンザレス新局長は中米統合機構（SICA）事務局の漁

業部門の委員も兼任しており、経歴、意欲、信頼度共に申し分ないと言えよう。

５. 本プロジェクトが今回は基礎的技術の確立であり、その成果を踏まえて沿岸漁民に対する養

殖技術の本格的な普及計画が組み立てられることは充分理解し、土地の手当て、CREM の改

修、C/P の配置等を早急に準備する旨発表が CENDEPESCA 局長からあった。
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附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料

実施協議議事録、実施協議議事録、実施協議議事録、実施協議議事録、TSITSITSITSI（英文、西文）（英文、西文）（英文、西文）（英文、西文）

添付資料－１添付資料－１添付資料－１添付資料－１：：：：CENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCA 局長書簡局長書簡局長書簡局長書簡「実施協議調査団の協議アテンド｣「実施協議調査団の協議アテンド｣「実施協議調査団の協議アテンド｣「実施協議調査団の協議アテンド｣

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－２２２２：：：：CEDEPESCACEDEPESCACEDEPESCACEDEPESCA 局長書簡局長書簡局長書簡局長書簡「前進基地、「前進基地、「前進基地、「前進基地、C/PC/PC/PC/P について｣について｣について｣について｣

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－３３３３：エル：エル：エル：エル・サルヴァドル外務省の・サルヴァドル外務省の・サルヴァドル外務省の・サルヴァドル外務省の R/DR/DR/DR/D 署名に関するプレスリリース｣署名に関するプレスリリース｣署名に関するプレスリリース｣署名に関するプレスリリース｣

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－４４４４：：：：エルエルエルエル・サルヴァドル政府機関組織図・サルヴァドル政府機関組織図・サルヴァドル政府機関組織図・サルヴァドル政府機関組織図

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－５５５５：：：：CENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCA の調査団受入計画の調査団受入計画の調査団受入計画の調査団受入計画

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－６６６６：前進基地用地に必要な要件：前進基地用地に必要な要件：前進基地用地に必要な要件：前進基地用地に必要な要件

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－７７７７：：：：R/DR/DR/DR/D に外務大臣が署名する旨の通知に外務大臣が署名する旨の通知に外務大臣が署名する旨の通知に外務大臣が署名する旨の通知

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－８８８８：エル：エル：エル：エル・サルヴァドル外務省法務局より海外援助局宛通知書・サルヴァドル外務省法務局より海外援助局宛通知書・サルヴァドル外務省法務局より海外援助局宛通知書・サルヴァドル外務省法務局より海外援助局宛通知書

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－９９９９：前進基地用地を：前進基地用地を：前進基地用地を：前進基地用地を CENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCACENDEPESCA 特別活動費で購入する旨の通知特別活動費で購入する旨の通知特別活動費で購入する旨の通知特別活動費で購入する旨の通知

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－10101010：前進基地用地見積もり：前進基地用地見積もり：前進基地用地見積もり：前進基地用地見積もり

添付資料添付資料添付資料添付資料－－－－11111111：購入手続きに必要な日数表：購入手続きに必要な日数表：購入手続きに必要な日数表：購入手続きに必要な日数表
























































































	写真
	目 次
	第1章 実施協議調査団の派遣
	1-1 調査団派遣の経緯と目的
	1-1-1 要請の背景
	1-1-2 実施に至る経緯
	1-1-3 実施協議調査団派遣の目的

	1-2 調査期間及び団員の構成
	1-3 調査日程
	1-4 主要面談者

	第２章 討議議事録の交渉経緯
	2-1 基本計画
	2-2 交渉の経緯
	2-3 協議概要
	2-3-1 農牧大臣表敬の際の大臣コメント
	2-3-2 農牧大臣法律顧問のコメント
	2-3-3 外務省のコメント
	2-3-4 CENDEPESCA 局長とのプロ技の目的・活動の再確認

	2-4 懸案事項
	2-4-1 前進基地用地の確保
	2-4-2 CREM の改修
	2-4-3 ウエット・ラボの建設
	2-4-4 カウンターパート（C/P ）の確保
	2-4-5 CREM へのアクセス道路
	2-4-6 プロジェクト・コーディネーター


	第３章 プロジェクト実施上の留意点
	3-1 実施体制
	3-1-1 センターの予算計画
	3-1-2 活動体制


	第４章 調査団長総括
	「エ」国側組織図
	エル・サルヴァドル沿岸湖沼域養殖開発計画・プロジェクト構成図

	附 属 資 料
	実施協議議事録、TSI （英文、西文）
	ATTACHED DOCUMENT
	I.COOPERATION BETWEEN BOTH GOVERNMENTS
	II.MEASURES TO BE TAKEN BY THE GOVERNMENT OF JAPAN
	III.MEASURES TO GE TAKEN BY THE GOVERNMENT OF THE REPUBLIC OF EL SALVADOR
	IV.ADMINISTRATION OF THE PROJECT
	V.JOINT EVALUATION
	VI.CLAIMS AGAINST JAPANESE EXPERTS
	VII.MUTUAL CONSULTATION
	VIII.MEASURES TO PROMOTE UNDERSTANDING OF AND SUPPORT FOR THE PROJECT
	IX.TERM OF COOPERATION
	ANNEX I MASTER PLAN
	ANNEX II LIST OF JAPANISE EXPERTS
	ANNEX III LIST OF MACHINERY AND EQUIPMENT
	ANNEX IV PRIVILEGES, EXEMPTIONS AND BENEFITS FOR JAPANESE EXPERTS
	ANNEX V LIST OF SALVADORIAN COUNTERPART AND ADMINISTRATIVE PERSONAL
	ANNEX VI LIST OF LAND, BUILDINGS AND FACILITIES
	ANNEX VII JOINT COORDINATING COMMITTEE

	Tentative Schedule of Implementation
	I.Project Activities
	II.Technical Cooperation Program


	添付資料－１ ：CENDEPESCA 局長書簡「実施協議調査団の協議アテンド｣
	添付資料－２：CEDEPESCA 局長書簡「前進基地、C/P について｣
	添付資料－３：エル：・サルヴァドル外務省のR/D 署名に関するプレスリリース｣
	添付資料－４：エル・サルヴァドル政府機関組織図
	添付資料－５：CENDEPESCA の調査団受入計画
	添付資料－６：前進基地用地に必要な要件
	添付資料－７：R/D に外務大臣が署名する旨の通知
	添付資料－８：エル：・サルヴァドル外務省法務局より海外援助局宛通知書
	添付資料－９：前進基地用地を：CENDEPESCA 特別活動費で購入する旨の通知
	添付資料－10：前進基地用地見積もり
	添付資料－11：購入手続きに必要な日数表




